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中
国
研
究
集
刊 

號
号
（
総
五
十
六
号
）
平
成
二
十
五
年
六
月　

一
〇
五
︱
一
二
一
頁

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書（
九
）』
に
つ
い
て

︱
形
制
一
覧
と
所
収
文
献
概
要
︱

草
野
友
子

二
〇
一
二
年
十
二
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
馬
承
源
主
編

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
九
）』
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
に
は

二
〇
一
三
年
一
月
末
頃
に
輸
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
『
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』（
以
下
、
上
博
楚
簡
）
は
、
二
〇
〇
一
年
十

一
月
に
第
一
分
冊
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
に
第
二
分
冊
、
二
〇
〇

三
年
十
二
月
に
第
三
分
冊
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
に
第
四
分
冊
、

二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
第
五
分
冊
、
二
〇
〇
七
年
七
月
に
第
六
分

冊
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
に
第
七
分
冊
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
第

八
分
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
そ
の
続
編
の
第
九
分
冊
に
当

た
る
。

こ
の
第
九
分
冊
に
は
、『
成
王
為
城
濮
之
行
』、『
霊
王
遂
申
』、

『
陳
公
治
兵
』、『
挙
治
王
天
下
（
五
篇
）』、『
邦
人
不
称
』、『
史
蒥

問
於
夫
子
』、『
卜
書
』
の
七
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
速
報
と
し
て
、
ま
ず
第
九
分
冊
全
体
の
形
制

一
覧
を
作
成
し
て
掲
載
し
、
続
い
て
第
九
分
冊
所
収
の
全
文
献
の

概
要
を
報
告
す
る
。

一
、
上
博
楚
簡
（
九
）
形
制
一
覧

本
表
は
、
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
九
）』

の
整
理
者
に
よ
る
「
説
明
」
お
よ
び
原
釈
文
に
基
づ
い
て
、
そ
の

形
制
を
一
覧
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
文
献
に
つ
い
て
、
竹

簡
の
枚
数
、
完
簡
・
整
簡
・
残
簡
の
枚
数
、
簡
長
、
編
綫
、
簡

端
、
契
口
、
字
数
、
篇
題
、
備
考
を
記
す
。

〔
特
集
二
〕
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上
博
楚
簡
（
九
）
形
制
一
覧

名
称

枚
数
完
簡
・
整
簡
残
簡

簡
長

編
綫
簡
端
契
口

字
数

篇
題

備
考

成
王

為
城

濮
之

行
9甲
5

乙
4

4・
1

甲
3

乙
1・

1

4甲
2

乙
2

33.1�
～

33.3㎝
両

道
平

斉
右

209
甲

138
乙

71�

仮
称

甲
・

乙
を

あ
わ

せ
て

再
排

列
す

る
案

が
提

示
さ

れ
て

い
る

。
乙

本
第

３
簡

下
段

は
字

体
が

異
な

り
、

本
篇

に
属

さ
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

霊
王

遂
申

5
5

0
33.3㎝

両
道

平
斉

右
167

仮
称

陳
公

治
兵

20
9

11
44㎝

三
道

平
斉

右
519

仮
称

挙
治

王
天

下
（

五
篇

）
　

古
公

見
太

公
望

　
文

王
訪

之
於

尚
父

挙
治

　
堯

王
天

下
　

舜
王

天
下

　
禹

王
天

下

35
5

30
46㎝

三
道

平
斉

右
719
44
367
9351
164

仮
称

第
１

簡
～

第
３

簡
。

第
４

簡
～

第
21簡

墨
節

上
段

。
第

21簡
墨

節
下

段
～

第
25簡

。
第

26簡
～

第
29簡

墨
節

上
段

。
第

29簡
墨

節
下

段
～

第
35簡

。

邦
人

不
称

13
6・

3
4

33㎝
両

道
平

斉
右

358
仮

称

史
蒥

問
於

夫
子

12
12

最
長

簡
25.6㎝

両
道

平
斉

右
236

仮
称

字
体

が
『

孔
子

見
季

桓
子

』
と

同
じ

か
。

卜
書

10
3・

1
6

43.5㎝
三

道
平

斉
右

256
仮

称
完

簡
の

表
面

末
端

に
は

竹
簡

の
順

序
を

示
す

編
号

が
書

か
れ

て
い

る
。

ま
た

、
背

面
に

は
劃

痕
（

注
）

が
あ

り
、

そ
れ

ら
を

も
と

に
排

列
さ

れ
て

い
る

。

（
注

）
�劃

痕
と

は
、

竹
簡

の
背

面
に

記
さ

れ
た

ひ
っ

か
き

傷
状

の
斜

線
の

こ
と

。
孫

沛
陽

氏
が

「
簡

冊
背

劃
線

初
探

」（『
出

土
文

献
与

古
文

字
研

究
』

第
四

輯
、

2011年
12月

）
に

お
い

て
論

じ
た

こ
と

に
よ

り
、

注
目

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

詳
細

は
、

中
国

出
土

文
献

研
究

会
「

中
国

新
出

簡
牘

学
術

調
査

報
告

―
上

海
・

武
漢

・
長

沙
―

」（『
中

国
研

究
集

刊
』

第
55号

、
2012年

12月
）

参
照

。
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二
、
上
博
楚
簡
（
九
）
所
収
文
献
概
要

［
凡
例
］

（
１
）�

書
誌
情
報
…
整
理
者
、
竹
簡
の
状
態
、
総
字
数
、
標
号
、

篇
題
な
ど
、
書
誌
の
情
報
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
竹
簡
の

状
態
を
各
々
図
示
す
る
。

（
２
）�

概
要
…
整
理
者
に
よ
る
「
説
明
」
お
よ
び
原
釈
文
と
、
先

行
研
究
（
本
稿
末
尾
に
「
参
考
文
献
」
と
し
て
列
記
）
に

基
づ
い
て
、
第
九
分
冊
所
収
文
献
の
内
容
を
概
説
す
る
。

（
３
）�

補
足
・
そ
の
他
…
竹
簡
の
再
排
列
案
や
先
行
研
究
の
紹
介
、

筆
者
に
よ
る
補
足
お
よ
び
現
時
点
（
二
〇
一
三
年
三
月
現

在
）
で
の
私
見
な
ど
を
記
載
す
る
。
な
お
、
近
年
、
各
説

の
引
用
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。
例
え

ば
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
の
「
簡
帛
網
」
で
は
、「
簡

帛
論
壇
」
と
い
う
掲
示
板
形
式
の
ペ
ー
ジ
に
、
竹
簡
の
再

排
列
案
や
文
字
の
考
察
な
ど
が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
・
札
記
は
、
本
文
の
後
に

「
学
者
評
論
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
自
由
に
コ
メ
ン
ト
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
コ
メ
ン
ト
の
部

類
は
、
正
式
な
論
文
で
は
な
い
も
の
の
、
意
見
の
一
つ
と

見
な
さ
れ
、
実
際
に
論
文
に
引
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
た
び

た
び
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
名
が
書
か
れ
て
い
な
い

（「
網
名
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
も
多
く
、
ど
こ
ま

で
引
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
本
稿

で
は
試
み
に
、
重
要
な
部
分
の
み
出
自
を
明
示
し
つ
つ
引

用
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
成
王
為
城
濮
之
行
』（
せ
い
お
う
じ
ょ
う
ぼ
く
の
こ
う
を
な
す
）

（
１
）
書
誌
情
報

整
理
者
は
、
陳
佩
芬
氏
。
陳
佩
芬
氏
は
本
篇
を
甲
本
・
乙
本
に

分
け
、
甲
本
五
簡
、
乙
本
四
簡
の
計
九
簡
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
す
で
に
異
説
が
提
示
さ
れ
て

い
る
（
詳
細
は
後
述
）。
完
簡
は
計
五
簡
（
甲
本
四
簡
、
乙
本
一

簡
）、整
簡
は
一
簡
（
乙
本
）。
簡
長
は
三
十
三
・
一
㎝
～
三
十
三
・

三
㎝
、
編
綫
は
両
道
、
簡
端
は
平
斉
、
右
契
口
。
各
簡
に
筆
写
さ

れ
て
い
る
文
字
は
二
十
二
～
三
十
三
字
と
均
等
で
は
な
い
。
甲
本

は
百
三
十
八
字
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
合
文
は
二
、
重
文
は
四
。
乙

本
は
竹
簡
の
残
欠
が
激
し
く
、
現
存
す
る
の
は
七
十
一
字
。
甲
本

と
乙
本
を
合
わ
せ
た
総
字
数
は
、
二
百
九
字
で
あ
る
。

篇
題
は
見
え
ず
、
甲
本
第
一
簡
の
冒
頭
の
句
「
成
王
爲
城
濮
之

行
」
を
も
と
に
名
付
け
ら
れ
た
仮
称
で
あ
る
。

（ 108 ）



9
㎝

簡
長
　
33.1
㎝
〜
33.3
㎝

16.2
㎝

7.9
㎝
〜
8.1
㎝

（
２
）
概
要

本
篇
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
整
理
者
の
陳
佩
芬
氏
は
、「
子

あ
」「
遠
白
い
」「
白
う
」
は
全
て
蘧
伯
玉
（
春
秋
時
代
の
衛
霊
公

の
大
夫
）
の
こ
と
を
指
す
と
述
べ
る
。
し
か
し
、「
子
あ
」
の

「
あ
」
の
字
は
「
文
」
と
釈
読
で
き
る
文
字
で
あ
り
、
こ
の
人
物

は
子
文
（
楚
の
令
尹
、
闘と

う

穀こ
く

於お

菟と

）
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。「
遠
白
い
」「
白
う
」
に
つ
い
て
は
、「
遠
（

）」
と
「
蔿
」、

「
い
」「
う
」
と
「
嬴
」
と
が
通
用
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
伯
嬴

（
蔿い

賈か

、
孫
叔
敖
の
父
で
成
王
・
穆
王
・
荘
王
の
三
代
に
仕
え
た

人
物
）
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
先
行
研
究
に

お
い
て
、
本
篇
と
『
左
伝
』
僖
公
二
十
七
年
伝
の
記
事
と
は
関
連

が
深
い
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
篇
は
、

『
左
伝
』
の
記
事
と
対
比
し
て
読
む
こ
と
で
そ
の
全
体
像
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
文
献
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
陳
佩
芬
氏
は
、
本
篇
を
甲
本
と
乙
本
に
分
け
て
お
り
、

こ
れ
は
甲
本
と
乙
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
が
似
通
っ
て
い
る

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
は
内
容
に
差
異

が
あ
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
す
で
に
甲
本
・
乙
本
を
合
わ
せ

た
再
排
列
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。『
左
伝
』
僖
公
二
十
七
年
伝

の
記
事
と
対
照
さ
せ
て
も
、
再
排
列
し
て
釈
読
す
る
と
い
う
案
は

妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
先
行
研
究
と
竹
簡

の
再
排
列
案
を
も
と
に
本
篇
の
概
要
を
記
載
す
る
。
な
お
、
竹
簡

の
再
排
列
案
は
、
曹
方
向
氏
と
王
寧
氏
の
説
を
参
考
に
し
た
。

本
篇
は
、
楚
の
成
王
（
在
位
、
前
六
七
一
年
～
前
六
二
六
年
）

が
城
濮
の
地
を
視
察
し
た
際
に
、
子
文
と
子
玉
（
成
得
臣
）
に
軍

事
演
習
を
行
わ
せ
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
子
文
と
伯
嬴
が
問
答
を
す

る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
成
王
は
子
文
に
子
玉
を
指
導
す
る
よ
う

に
命
じ
、
そ
の
後
、
子
文
と
子
玉
が
そ
れ
ぞ
れ
軍
事
演
習
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
子
玉
の
方
が
軍
紀
を
厳
し
く
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

子
文
の
子
玉
に
対
す
る
指
導
が
適
切
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
、
国

を
挙
げ
て
子
文
を
祝
っ
た
。
当
時
若
年
で
あ
っ
た
伯
嬴
は
宴
席
に

遅
れ
て
現
れ
、
子
文
は
伯
嬴
に
そ
の
理
由
を
問
い
、
伯
嬴
は
そ
れ

に
答
え
る
。

（
３
）
補
足
・
そ
の
他

▼
竹
簡
の
再
排
列
案

・「
読
《
成
王
為
城
濮
之
行
》
札
記
」（
簡
帛
網
「
簡
帛
論
壇
」）

網�

名
「
汗
天
山
」
…
甲
１
＋
甲
２
＋
甲
３
、
乙
１
＋
乙
２
、

甲
４
＋
甲
５
、
乙
３
上
段
＋
乙
４

（ 109 ）



網�

名
「
不
求
甚
解
」
…
甲
１
＋
甲
２
＋
甲
３
＋
乙
１
＋
乙
２

＋
甲
４
＋
甲
５
＋
乙
３
上
段
＋
乙
４

網�
名
「jdskxb

」
…
甲
１
＋
甲
２
＋
甲
３
＋
乙
１
＋
乙
２
＋

甲
４

網�

名
「
魚
游
春
水
」
…
甲
１
＋
甲
２
＋
甲
３
＋
乙
１
＋
乙
２

＋
甲
４
＋
乙
３
上
段
＋
乙
４
＋
甲
５

・
曹�

方
向
…
甲
１
＋
甲
２
＋
甲
３
＋
乙
１
＋
乙
２
＋
甲
４
＋
乙

３
上
段
＋
乙
４
＋
甲
５

・
王�

寧
…
甲
１
＋
甲
２
＋
甲
３
＋
乙
１
＋
乙
２
＋
甲
４
＋
乙
３

上
段
＋
乙
４
＋
甲
５

・
季�

旭
昇
古
文
字
読
書
会
…
甲
１
＋
甲
２
＋
甲
３
、
乙
１
＋
乙

２
、
甲
４
＋
甲
５
、
乙
３
上
段
、
乙
４

・�

乙
３
下
段
の
み
字
体
が
異
な
り
、
そ
の
記
載
内
容
か
ら
も
、
本

篇
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
は
、

上
博
楚
簡
『
武
王
践
祚
』・『
民
之
父
母
』・『
顔
淵
問
於
孔
子
』

と
同
一
の
書
写
者
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

乙
３
上
段　
「
命
君
教
之
君
一
日
而
□
不
□
」

乙
３
下
段　
「
言
乎
君
子
哉
問
」

▼
本
篇
の
登
場
人
物

・
子�

文
（
闘
穀
於
菟
）
…
か
つ
て
弦
を
滅
ぼ
し
、
随
を
伐
ち
、
随

に
圧
力
を
か
け
て
楚
に
従
わ
せ
た
。
ま
た
、
陳
を
伐
つ
の
に

功
績
が
あ
り
、
楚
の
令
尹
と
な
っ
た
。
本
篇
で
は
楚
の
成
王

の
命
を
受
け
て
子
文
と
子
玉
が
軍
事
演
習
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
『
左
伝
』
僖
公
二
十
七
年
伝
の
記
事
と
お
お
む
ね
共

通
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
文
は
臨
終
の
際
に
、
弟
の
子
良
の

子
、
子
越
が
政
治
を
執
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
一
族
（
若
敖

氏
）
は
滅
び
る
と
予
言
し
た
。

・
子�

玉
（
成
得
臣
）
…
楚
の
成
王
三
十
五
年
に
軍
を
率
い
て
陳
を

伐
ち
、
二
邑
を
取
り
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
令
尹
の
職
を
子

文
か
ら
譲
ら
れ
た
。
三
十
八
年
に
は
司
馬
の
子
西
と
軍
を
率

い
て
夔
を
滅
し
、
ま
た
宋
を
伐
っ
て
緡
を
包
囲
し
た
。
翌

年
、
子
文
・
子
玉
は
成
王
か
ら
軍
事
演
習
を
行
う
よ
う
に
命

じ
ら
れ
、
子
玉
は
子
文
の
後
継
者
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
見

な
さ
れ
て
、
国
を
挙
げ
て
子
文
が
祝
わ
れ
た
。
し
か
し
蔿
賈

は
子
文
に
対
し
、
子
玉
は
気
が
強
く
礼
儀
を
わ
き
ま
え
な
い

性
格
で
あ
り
、
子
玉
の
任
用
は
将
来
楚
に
禍
を
も
た
ら
す
と

警
告
す
る
。
子
玉
は
の
ち
に
城
濮
の
戦
い
で
楚
は
晋
軍
に
大

敗
し
、
敗
戦
の
責
任
を
問
わ
れ
て
命
を
絶
た
れ
た
。

・
伯�
嬴
（
蔿
賈
）
…
楚
の
成
王
、
穆
王
、
荘
王
の
三
代
に
仕
え
た

人
物
。
知
恵
と
謀
略
に
長
け
て
お
り
、
若
年
で
あ
り
な
が
ら
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子
玉
の
任
用
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
子
文
に
警
告
し
た
。

こ
の
一
件
の
後
、
城
濮
の
戦
い
で
楚
は
大
敗
し
、
子
玉
は
命

を
絶
た
れ
て
い
る
。
子
文
の
死
後
、
そ
の
子
の
子
揚
が
令

尹
、
子
越
が
司
馬
、
蔿
賈
が
工
正
と
な
っ
た
。
蔿
賈
は
そ
の

後
す
ぐ
に
子
揚
を
糾
弾
し
て
殺
し
、
子
越
が
令
尹
、
蔿
賈
が

司
馬
と
な
っ
た
。
子
越
は
子
揚
が
蔿
賈
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た

こ
と
を
恨
ん
で
、
蔿
賈
を
幽
閉
し
た
後
に
殺
害
し
、
さ
ら
に

荘
王
を
も
攻
め
よ
う
と
し
た
が
、
結
局
、
一
族
（
若
敖
氏
）

は
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
蔿
賈
の
子
の
孫
叔
敖
が
令
尹
と

し
て
楚
の
国
力
を
増
強
さ
せ
、
邲
の
戦
い
で
晋
軍
を
破
っ
た

こ
と
で
荘
王
は
覇
者
と
な
っ
た
。

▼
伝
世
文
献
の
関
連
記
事

・『
左
伝
』
僖
公
二
十
七
年
伝

楚
子
将
に
宋
を
囲
ま
ん
と
し
、
子
文
を
し
て
睽け

い

に
治
め
し

む
。
終
朝
に
し
て
畢
り
、
一
人
を
も
戮り

く

せ
ず
。
子
玉
復
た
兵
を

蔿い

に
治
む
。
終
日
に
し
て
畢
り
、
七
人
を
鞭
う
ち
、
三
人
の
耳

を
貫
く
。
国
老
皆
子
文
を
賀
す
。
子
文
之
に
酒
を
飲
ま
し
む
。

蔿
賈
尙
お
幼
し
。
後
れ
て
至
り
、
賀
せ
ず
。
子
文
之
を
問
う
。

対
え
て
曰
く
、「
賀
す
る
所
を
知
ら
ず
。
子
の
政
を
子
玉
に
伝

え
し
は
、
以
て
国
を
靖
ん
ぜ
ん
と
曰
え
り
。
諸こ

れ

を
内
に
靖
ん
じ

て
諸
を
外
に
敗
ら
ば
、
獲
る
所
幾い

く

何ば
く

ぞ
。
子
玉
の
敗
る
る
は
、

子
の
挙
ぐ
れ
ば
な
り
。
挙
げ
て
以
て
国
を
敗
る
、
将は

た
何
ぞ
賀

せ
ん
。
子
玉
剛
に
し
て
礼
無
し
。
以
て
民
を
治
む
可
か
ら
ず
。

三
百
乗
を
過
ぐ
れ
ば
、
其
れ
以
て
入
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
。
苟

も
入
り
て
賀
す
る
も
、何
の
後
る
る
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。」
と
。

楚
の
成
王
は
宋
を
包
囲
し
よ
う
と
し
、
出
陣
前
に
ま
ず
子

文
に
命
じ
て
睽
の
地
で
軍
事
演
習
を
行
わ
せ
た
。
子
文
は

（
子
玉
に
委
任
し
よ
う
と
考
え
、
わ
ざ
と
手
を
抜
い
て
）
朝

食
前
に
終
わ
り
、
一
人
も
罰
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
子
玉
も

命
を
受
け
て
蔿
の
地
に
お
い
て
軍
事
演
習
を
行
い
、
一
日
か

け
て
終
わ
り
、
七
人
を
鞭
打
ち
、
三
人
の
耳
を
矢
で
突
き
通

し
た
。
国
老
た
ち
は
み
な
（
軍
紀
を
厳
し
く
行
っ
た
子
玉
の

有
能
さ
を
讃
え
て
）
子
文
を
祝
い
、
子
文
は
酒
を
ご
ち
そ
う

し
た
。
そ
の
当
時
、
蔿
賈
は
ま
だ
若
年
で
あ
っ
た
。
蔿
賈
は

遅
れ
て
到
着
し
た
が
、
子
文
を
祝
わ
な
か
っ
た
。
子
文
は
理

由
を
問
う
と
、
蔿
賈
は
「
何
を
祝
う
べ
き
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
が
子
玉
を
令
尹
に
し
て
国
政
を
任
せ
た
の
は
、

国
家
を
安
泰
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し

子
玉
が
国
内
で
は
安
泰
に
し
て
も
国
外
で
失
敗
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
利
益
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
玉

が
失
敗
す
る
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
が
推
挙
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
推
挙
し
た
結
果
、
国
が
敗
北
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
、
ど
う
し
て
お
祝
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
子
玉
は
気
が
強
く
礼
儀
を
わ
き
ま
え
な
い
人
物
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で
す
。
民
を
治
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
三
百
乗
以
上
の

軍
を
率
い
て
戦
争
し
た
ら
無
事
に
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
無
事
に
帰
っ
て
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
て
も
、

遅
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。」
と
答
え
た
。

※�

子
玉
は
の
ち
に
、
城
濮
の
戦
い
で
文
公
率
い
る
晋
軍
に
敗

れ
、
命
を
絶
た
れ
た
（『
左
伝
』
僖
公
二
十
八
年
経
で
は
子

玉
は
殺
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
で
は
子
玉
が
自

害
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）。

・�『
左
伝
』
僖
公
二
十
七
年
伝
で
は
、
子
文
が
伯
嬴
（
蔿
賈
）
に

問
う
た
際
の
発
言
内
容
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
「
子
文

問
之
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、『
成
王
為
城
濮
之
行
』
に
お

い
て
は
子
文
の
発
言
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
成
王
為
城
濮
之
行
』
は
伯
嬴
の
発
言
部
分
の
竹
簡
が
残
欠
し

て
お
り
、
結
末
に
相
当
す
る
竹
簡
も
な
い
た
め
、
詳
細
が
不
明

な
部
分
も
多
い
。『
左
伝
』
僖
公
二
十
七
年
伝
と
同
じ
構
造
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
伯
嬴
は
子
文
に
対
し
て
戒
め
の
辞
を
述
べ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

『
霊
王
遂
申
』（
れ
い
お
う
す
い
し
ん
）

（
１
）
書
誌
情
報

整
理
者
は
、
陳
佩
芬
氏
。
全
五
簡
、
全
て
完
簡
で
あ
る
。
簡
長

は
三
十
三
・
三
㎝
。
編
綫
は
両
道
、
簡
端
は
平
斉
、
右
契
口
。
総

字
数
は
百
六
十
七
字
で
、
そ
の
う
ち
合
文
は
三
。
各
簡
に
筆
写
さ

れ
て
い
る
文
字
は
二
十
九
～
三
十
六
字
と
均
等
で
は
な
い
。

篇
題
は
見
え
ず
、
楚
の
霊
王
が
申
国
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
霊
王
遂
申
」
と
名
付
け
ら
れ

た
。「
遂
」
の
字
は
本
文
に
見
え
、
整
理
者
は
「
う
し
な
う
・
ほ

ろ
ぼ
す
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
し
て
い
る
。

9.5
㎝

簡
長
　
33.3
㎝

15
㎝

8.8
㎝

（
２
）
概
要

整
理
者
の
陳
佩
芬
氏
が
「
内
容
簡
単
、
文
意
清
晰
、
語
言
精

錬
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
篇
の
内
容
は
簡
潔
で
あ
る
が
、

意
味
が
読
み
取
り
づ
ら
い
部
分
が
多
々
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
行
研

究
を
参
考
に
し
つ
つ
作
成
し
た
概
要
を
以
下
に
記
載
す
る
。

本
篇
は
、
楚
の
霊
王
（
在
位
、
前
五
四
一
年
～
前
五
二
九
年
）

が
即
位
し
、
蔡
国
を
滅
亡
さ
せ
た
後
、
申
国
の
人
々
に
対
し
て
蔡

の
器
物
を
取
り
に
行
く
よ
う
に
命
じ
、
申
成
公
は
そ
の
子
の
虚
に

取
り
に
行
か
せ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
蔡
国
の
軍
門
で
は
楚
の

執
事
人
（
職
務
を
補
佐
す
る
官
吏
）
が
検
閲
を
行
っ
て
い
た
が
、
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幼
年
で
あ
っ
た
虚
は
何
も
取
ら
ず
に
出
て
き
た
た
め
、
執
事
人
に

止
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
虚
は
馬
車
に
乗
っ
て
出
て
き
て
、
自
分
は

幼
い
た
め
に
器
物
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
馬
車
も
御
し

て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
執
事
人
に
告
げ
、
鞭
の
み
を
持
ち

帰
っ
た
。
申
成
公
は
何
も
持
ち
帰
ら
な
か
っ
た
虚
に
対
し
て
怒
っ

た
が
、
虚
が
持
ち
帰
ら
な
か
っ
た
の
は
、
い
ず
れ
申
国
も
楚
に
滅

ぼ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
予
見
し
て
い
た
か
ら
だ
と
判
明
す
る
。

（
３
）
補
足
・
そ
の
他

・�

本
篇
に
登
場
す
る
申
成
公
と
そ
の
子
の
虚
（「
虎
」
と
す
る
説

も
あ
り
）
は
、
伝
世
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
人
物
で
あ
る
。

・�

整
理
者
が
「
本
篇
に
は
冒
頭
と
結
末
が
あ
り
、
欠
け
た
部
分
が

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
本
篇
は
通
読
が
可
能
な
文
献

で
あ
る
。
最
終
簡
で
あ
る
第
五
簡
に
は
墨
鉤
が
あ
る
も
の
の
、

満
写
簡
で
あ
る
た
め
か
、
留
白
が
見
ら
れ
な
い
。

『
陳
公
治
兵
』（
ち
ん
こ
う
ち
へ
い
）

（
１
）
書
誌
情
報

整
理
者
は
、
陳
佩
芬
氏
。
全
二
十
簡
、
そ
の
う
ち
完
簡
は
九

簡
。
簡
長
は
四
十
四
㎝
。
編
綫
は
三
道
、
簡
端
は
平
斉
、
右
契

口
。
総
字
数
は
五
百
十
九
字
、
そ
の
う
ち
合
文
は
五
、
重
文
は

五
。
句
読
符
が
二
十
三
箇
所
見
ら
れ
る
。

篇
題
は
見
え
ず
、
楚
王
が
陳
公
に
命
じ
て
士
卒
を
整
え
さ
せ
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
陳
公
治
兵
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

1.3
㎝

簡
長
　
44
㎝

20.7
㎝

1.3
㎝

20.7
㎝

（
２
）
概
要

本
篇
は
、
楚
の
政
局
が
安
定
し
て
き
た
頃
に
、
楚
王
が
軍
隊
を

視
察
し
て
整
え
た
と
い
う
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
楚
王
は
陳

公
に
対
し
て
、
執
事
人
（
職
務
を
補
佐
す
る
官
吏
）
を
助
け
て
士

卒
を
整
え
る
よ
う
要
請
し
、
陳
公
は
楚
王
の
命
令
に
従
っ
て
軍
隊

を
整
え
た
と
さ
れ
る
。

本
篇
は
、
冒
頭
部
分
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
一
方
、
後
半
部
分

は
竹
簡
の
残
欠
が
多
く
、
篇
末
に
相
当
す
る
竹
簡
も
見
ら
れ
な
い

た
め
、
文
意
が
不
明
で
あ
る
部
分
が
多
い
。
ま
た
、
本
篇
の
主
要

人
物
で
あ
る
陳
公
は
伝
世
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
人
物
で
あ
り
、

陳
公
と
は
誰
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
特
定
し
が
た
い
。

整
理
者
の
陳
佩
芬
氏
は
、
本
篇
の
第
一
簡
に
「
楚
邦
少
安
、
君

王
安
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
平
王
の
初
期
に
し
ば
ら
く
仁
政
が
施
さ

れ
、
社
会
が
安
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
し
て
、
本
篇
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の
楚
王
は
「
平
王
」（
在
位
、
前
五
二
九
～
前
五
一
六
年
）
で
あ

る
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
篇
中
に
は
、「
王
」「
君
王
」
と

あ
る
の
み
で
、
王
名
は
見
ら
れ
な
い
。

（
３
）
補
足
・
そ
の
他

▼
竹
簡
の
再
排
列
案

・「〈
陳
公
治
兵
〉
初
読
」（
簡
帛
網
「
簡
帛
論
壇
」）

網�

名
「youren
」
…
４
＋
５
＋
15
、
１
＋
９
あ
る
い
は

１
＋
14
＋
９

網
名
「
海
天
遊
蹤
」
…
３
＋
２
＋
４

網
名
「
魚
游
春
水
」
…
３
＋
２
＋
４
＋
５

・
高
佑
仁
…
４
＋
５
＋
15

・
張�

崇
礼
…
１
、
４
＋
５
＋
15
、
６
＋
７
＋
８
＋
14
、
９
、
16

＋
17
、
10
＋
11
＋
13
＋
12

・�

本
篇
に
は
、
軍
隊
の
配
置
や
、
敵
軍
の
追
撃
を
防
ぐ
方
法
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
楚
の
軍
事
の
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

『
挙
治
王
天
下
（
五
篇
）』（
き
ょ
ち
お
う
て
ん
か 

ご
へ
ん
）

（
１
）
書
誌
情
報

整
理
者
は
、
濮
茅
左
氏
。
本
篇
は
、
五
篇
の
文
章
が
連
続
で
書

写
さ
れ
て
お
り
、
篇
と
篇
と
の
間
は
墨
節
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い

る
。
全
三
十
五
簡
、
そ
の
う
ち
完
簡
は
五
簡
。
簡
長
は
四
十
六
㎝
。

編
綫
は
三
道
、
簡
端
は
平
斉
、
右
契
口
。
各
簡
に
筆
写
さ
れ
て
い

る
文
字
は
、
前
の
二
篇
は
二
十
七
～
三
十
三
字
、
後
の
三
篇
は
三

十
九
字
前
後
で
あ
り
、
文
字
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

篇
題
は
見
え
ず
、
内
容
に
基
づ
い
て
名
付
け
ら
れ
た
仮
称
で
あ

り
、「
挙
治
」
は
前
の
二
篇
の
内
容
、「
王
天
下
」
は
後
の
三
篇
の

冒
頭
に
見
え
る
句
を
示
し
て
い
る
。
五
篇
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
も
、

内
容
に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。

1.4
㎝
〜
1.5
㎝

1.4
㎝
〜
1.5
㎝

22.3
㎝
〜
22.5
㎝

20.3
㎝
〜
20.5
㎝

簡
長
　
46
㎝

『
古
公
見
太
公
望
』
は
、
第
一
簡
か
ら
第
三
簡
ま
で
で
、
完
簡

は
な
い
。
総
字
数
は
四
十
四
字
。

『
文
王
訪
之
於
尚
父
挙
治
』
は
、
第
四
簡
か
ら
第
二
十
一
簡
の

墨
節
の
上
段
ま
で
で
、
完
簡
は
四
簡
、
総
字
数
は
三
百
七
十
六

字
、
そ
の
う
ち
合
文
が
二
、
重
文
が
一
、
不
鮮
明
な
文
字
が
五
。

『
堯
王
天
下
』
は
、
第
二
十
一
簡
の
墨
節
の
下
段
か
ら
第
二
十

五
簡
ま
で
で
、
総
字
数
は
九
十
三
字
、
そ
の
う
ち
重
文
が
一
、
不

鮮
明
な
文
字
が
一
。
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『
舜
王
天
下
』
は
、
第
二
十
六
簡
か
ら
第
二
十
九
簡
の
墨
節
の

上
段
ま
で
で
、
総
字
数
は
五
十
一
字
。

『
禹
王
天
下
』
は
、
第
二
十
九
簡
の
墨
節
の
下
段
か
ら
第
三
十

五
簡
ま
で
で
、
完
簡
は
一
簡
、
総
字
数
は
百
六
十
四
字
、
そ
の
う

ち
合
文
が
一
。

（
２
）
概
要

『
古
公
見
太
公
望
』
は
、
古
公
が
自
ら
太
公
望
の
居
住
す
る
呂

に
赴
き
、
教
え
を
請
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

『
文
王
訪
之
於
尚
父
挙
治
』
の
中
心
人
物
は
文
王
と
尚
父
（
す

な
わ
ち
太
公
望
）
で
、
討
論
の
主
題
は
「
舉
治
」（
整
理
者
に
よ

る
と
、
民
意
を
挙
げ
天
下
を
治
め
る
と
い
う
意
味
）
で
あ
る
。

『
堯
王
天
下
』
は
、
堯
が
天
下
の
王
で
あ
っ
た
時
、
聖
徳
に

よ
っ
て
天
下
を
治
め
、
民
衆
は
常
に
親
和
し
、
国
家
は
長
く
光
り

輝
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

『
舜
王
天
下
』
は
、
舜
が
天
下
の
王
で
あ
っ
た
時
、
三
苗
は
服

し
な
か
っ
た
が
、
舜
は
三
苗
の
悪
習
を
断
つ
こ
と
も
な
く
、
こ
れ

ら
の
人
々
を
排
除
す
る
こ
と
も
な
く
、
よ
く
善
政
を
行
っ
た
と
い

う
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

『
禹
王
天
下
』
は
、
禹
王
が
天
下
の
王
で
あ
っ
た
時
、
堯
舜
の

教
え
が
す
で
に
深
く
人
心
に
入
り
込
み
、
天
下
は
心
服
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

（
３
）
補
足
・
そ
の
他

▼
竹
簡
の
再
排
列
案

『
文
王
訪
之
於
尚
父
挙
治
』
は
竹
簡
の
排
列
に
問
題
が
あ
り
、

上
博
楚
簡
『
成
王
既
邦
』
と
合
わ
せ
て
再
排
列
す
る
案
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。

・
鄔�

可
晶
…
４
＋
11
＋
成
王
既
邦
16
＋
９
＋
７
＋
５
＋
６
＋
成

王
既
邦
９
、
28
＋
10
＋
16
＋
17
＋
14
、
19
＋
15
＋
18
＋
20

＋
27
＋
13
＋
21

12
…
編
入
で
き
ず
。
８
…
本
篇
に
属
さ
ず
。

・�

本
篇
の
太
公
望
の
呼
称
に
つ
い
て
、『
古
公
見
太
公
望
』
で
は

「
太
公
望
」、『
文
王
訪
之
於
尚
父
挙
治
』
で
は
「
尚
父
」
と
記

載
さ
れ
て
お
り
、
用
い
ら
れ
て
い
る
呼
称
が
異
な
っ
て
い
る
。

・�

本
篇
は
複
数
の
篇
を
連
続
し
て
筆
写
し
て
い
る
が
、
記
載
の
順

序
は
、
古
公
→
文
王
→
堯
→
舜
→
禹
で
あ
り
、
時
代
順
と
は

な
っ
て
い
な
い
。

『
邦
人
不
称
』（
ほ
う
じ
ん
ふ
し
ょ
う
）

（
１
）
書
誌
情
報

整
理
者
は
、
濮
茅
左
氏
。
全
十
三
簡
、
そ
の
う
ち
完
簡
は
六

簡
。
三
簡
（
第
二
簡
・
第
十
簡
・
第
十
一
簡
）
は
竹
簡
の
上
か
ら

八
㎝
の
と
こ
ろ
で
綴
合
さ
れ
た
整
簡
で
あ
り
、
文
字
の
欠
損
は
な
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い
。
簡
長
は
三
十
三
㎝
。
編
綫
は
両
道
、
簡
端
は
平
斉
、
右
契

口
。
総
字
数
は
三
百
五
十
八
字
、
そ
の
う
ち
合
文
は
二
、
重
文
は

一
。
各
簡
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
文
字
は
三
十
二
字
～
三
十
四
字
。

第
十
三
簡
は
、
七
字
分
が
書
写
さ
れ
た
後
に
墨
鉤
が
あ
り
、
そ
の

下
が
留
白
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
篇
末
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

篇
題
は
見
え
ず
、
本
篇
中
に
見
え
る
語
「
邦
人
不
稱
」
を
取
っ

て
名
付
け
ら
れ
た
仮
称
で
あ
る
。

9.4
㎝

15
㎝

8.6
㎝

簡
長
　
33
㎝

（
２
）
概
要

本
篇
は
、
楚
の
歴
史
書
の
佚
文
で
あ
り
、
一
代
老
臣
の
伯
貞
に

つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。「
伯
貞
」
と
い
う
名
は
伝
世
文
献
に
は

見
ら
れ
な
い
が
、
簡
文
に
は
「
令
尹
」
で
あ
り
「
司
馬
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
簡
文
の
内
容
に
よ
る
と
、

①
災
禍
を
鎮
め
る
の
に
功
績
が
あ
っ
た
者
、
②
か
つ
て
葉
の
地
に

い
た
者
、
③
王
族
で
あ
り
、
そ
の
長
で
あ
っ
た
者
、
と
考
え
ら

れ
、
こ
の
三
つ
に
該
当
す
る
の
は
葉
公
子
高
（
沈
諸
梁
）
で
あ

る
。「
白
公
の
禍
」
は
楚
の
恵
王
の
時
代
の
最
も
緊
迫
し
た
時
期

で
あ
り
、
葉
公
子
高
は
挙
兵
し
て
、
国
の
混
乱
を
平
定
し
た
。
葉

公
子
高
は
令
尹
・
司
馬
を
授
け
ら
れ
、
国
家
が
安
定
し
て
い
る
と

き
に
そ
の
職
を
譲
り
、
葉
に
お
い
て
隠
居
し
た
。
本
篇
が
記
す
内

容
は
、
楚
恵
王
十
年
（
前
四
七
九
年
）
の
白
公
の
禍
の
後
、「
沈

諸
梁
兼
二
事
」（『
左
伝
』
哀
公
十
六
年
伝
）
の
時
の
こ
と
で
あ
る

と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
篇
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
楚
の
昭
王
の

夫
人
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。『
列
女
伝
』
楚
昭
王
越
姫
で
は
、

昭
王
の
夫
人
越
姫
は
、
重
病
の
昭
王
の
身
代
わ
り
と
な
る
た
め
に

自
害
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
白
公
の
禍
の
際
に
、
楚
の
恵
王

は
昭
夫
人
の
宮
に
逃
げ
込
ん
だ
と
の
記
述
も
あ
る
た
め
、
こ
の
説

に
は
疑
い
も
も
た
れ
て
い
た
。
本
篇
に
お
い
て
は
、
昭
夫
人
は
、

昭
王
の
死
後
、
白
公
の
禍
の
際
も
な
お
健
在
で
あ
り
、
葉
公
子
高

と
激
論
を
た
た
か
わ
せ
て
い
る
。
国
家
が
危
機
の
間
、
昭
夫
人
は

不
測
の
事
態
に
備
え
て
、
王
の
母
が
国
難
に
対
す
る
戦
略
や
方
策

を
決
定
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
葉
公
子
高
か
ら
、

「
一
国
に
重
要
人
物
が
多
け
れ
ば
、
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
て
も
ど

う
し
て
害
を
避
け
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
し
て
や
国
に
二
人
の
君
主

を
設
け
る
と
な
れ
ば
、
国
君
の
絶
対
的
権
力
は
弱
ま
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
」
と
反
対
さ
れ
る
。

本
篇
は
、
楚
の
昭
王
・
恵
王
の
時
代
の
国
難
を
研
究
す
る
上

で
、
新
た
な
史
実
を
提
供
し
て
い
る
。

な
お
、
本
篇
の
原
釈
文
の
末
尾
に
は
、「
附
：
文
献
所
載
有
関
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楚
白
公
之
禍
事
件
」
と
し
て
本
篇
と
関
連
す
る
伝
世
文
献
の
記
述

が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
補
足
・
そ
の
他

▼
竹
簡
の
再
排
列
案

沈
培
…
２
上
段
、
２
下
段
＋
３
＋
４
＋
５
＋
６
、
11
＋
12
＋
10

・�

整
理
者
の
濮
茅
左
氏
は
、「
邦
人
不
稱
」
と
い
う
語
が
五
つ
あ

る
と
述
べ
て
い
る
が
、実
際
に
は
四
つ
し
か
見
ら
れ
な
い
（「
邦

人
不
稱
勇
」、「
邦
人
不
稱
美
」、「
邦
人
不
稱
酓
」、「
邦
人
不
稱

還
」）。

・�

本
篇
の
竹
簡
形
制
は
、『
王
居
』・『
命
』
と
同
じ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
三
篇
は
す
べ
て
葉
公
子
高
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
。

・�『
史
記
』
楚
世
家
に
よ
る
と
、
楚
の
昭
王
は
臨
終
の
際
に
弟
の

子
閭
に
後
事
を
託
し
た
が
、
昭
王
の
死
後
、
子
閭
は
子
西
・
子

綦
（『
左
伝
』
で
は
子
綦
は
子
期
に
作
る
。
昭
王
の
兄
、
公
子

申
と
公
子
結
）
ら
と
図
っ
て
、
章
（
昭
王
と
越
姫
の
子
、
後
の

恵
王
）
を
王
位
に
つ
か
せ
た
。
恵
王
二
年
、
子
西
は
太
子
建
の

子
で
あ
る
勝
を
呉
か
ら
呼
び
戻
し
て
巣
の
大
夫
に
任
命
し
、
白

公
と
称
さ
せ
た
。
恵
王
六
年
、
白
公
勝
は
旧
怨
の
あ
る
鄭
を
攻

め
る
よ
う
要
請
し
、
令
尹
子
西
は
許
可
し
た
が
、
軍
は
発
動
さ

れ
な
か
っ
た
。
恵
王
八
年
、
晋
が
鄭
に
侵
攻
し
、
鄭
は
楚
に
救

援
を
求
め
た
。
子
西
は
鄭
を
救
援
し
、
鄭
か
ら
賄
賂
を
受
け
た

た
め
、
白
公
勝
は
怒
っ
て
勇
士
を
率
い
て
子
西
・
子
綦
（
子

期
）
ら
を
殺
害
し
、
自
ら
王
を
称
し
た
。
恵
王
は
昭
王
の
夫
人

の
宮
に
逃
げ
込
ん
だ
た
め
に
無
事
で
あ
っ
た
。
一
ヶ
月
あ
ま
り

が
経
過
し
た
際
、
葉
公
は
楚
に
救
援
に
向
か
い
、
恵
王
は
白
公

勝
を
討
っ
て
復
位
し
た
。
恵
王
十
三
年
、
呉
王
夫
差
が
楚
に
侵

攻
し
た
。
恵
王
十
六
年
、
越
が
呉
を
滅
ぼ
し
た
。
恵
王
四
十
二

年
、
楚
は
蔡
を
滅
ぼ
し
た
。
恵
王
四
十
四
年
、
楚
は
杞
を
滅
ぼ

し
、
秦
と
和
睦
し
た
。
恵
王
五
十
七
年
、
恵
王
が
没
し
、
そ
の

跡
を
子
の
簡
王
が
継
い
だ
。

『
史
え
問
於
夫
子
』（
し
り
ゅ
う
ふ
う
し
に
と
う
）

（
１
）
書
誌
情
報

整
理
者
は
、
濮
茅
左
氏
。
全
十
二
簡
、
す
べ
て
残
簡
。
簡
長
は

一
番
長
い
も
の
で
二
十
五
・
六
㎝
。
整
理
者
は
完
簡
の
簡
長
は
約

三
十
七
㎝
と
推
測
し
て
い
る
。
編
綫
は
両
道
、
簡
端
は
平
斉
、
右

契
口
。
総
字
数
は
二
百
三
十
六
字
、
そ
の
う
ち
合
文
は
一
、
重
文

は
三
、
六
字
分
は
残
欠
が
ひ
ど
く
判
読
で
き
な
い
。
第
六
簡
・
第

八
簡
・
第
十
一
簡
・
第
十
二
簡
に
は
句
読
符
が
見
ら
れ
る
。
各
簡

に
筆
写
さ
れ
て
い
る
文
字
は
三
十
一
字
前
後
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

篇
題
は
見
え
ず
、
史
蒥
と
孔
子
と
の
問
答
を
記
載
し
て
い
る
こ
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と
か
ら
「
史
蒥
問
於
夫
子
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

約
10
㎝

約
17
㎝

約
10
㎝

？

簡
長
　
37
㎝
？

（
２
）
概
要

本
篇
は
、
斉
の
吏
の
子
で
あ
る
史
蒥
が
孔
子
に
向
か
っ
て
、
世

襲
の
方
法
、
国
を
治
め
る
際
の
「
八
」（
八
つ
の
禁
止
事
項
）
の
内

容
、「
教
」
と
「
治
」
の
関
係
、「
敬
」
や
「
強
」
と
い
っ
た
問
題

な
ど
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
簡
文
の
最
後

に
は
、
孔
子
は
史
蒥
に
対
し
て
「
善
哉
」
と
述
べ
て
賞
賛
し
て
い

る
。本

篇
に
見
え
る
孔
子
と
史
蒥
の
問
答
は
、『
論
語
』
な
ど
の
伝

世
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
儒
家
系
文
献
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
竹
簡
の
残
欠
が
激
し

く
、
判
読
が
難
し
い
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
３
）
補
足
・
そ
の
他

▼
竹
簡
の
綴
合
・
再
排
列
案

・
張
峰
…
史
蒥
４
＋
孔
子
見
季
桓
子
９
（
連
続
）

※�

張
峰
氏
は
、
上
博
楚
簡
『
孔
子
見
季
桓
子
』
と
字
体
が
同

じ
で
あ
り
、
同
一
の
書
写
者
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

・
王�

凱
博
…
孔
子
見
季
桓
子
25
＋
史
蒥
５
（
綴
合
）、
史
蒥
９

＋
史
蒥
８
（
綴
合
）、
史
蒥
３
＋
史
蒥
10
（
綴
合
）

※�

王
凱
博
氏
は
、
史
蒥
９
＋
史
蒥
８
の
綴
合
が
誤
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
本
篇
の
編
綫
は
三
道
で
あ
り
、
完
簡
は
約
五
十

四
㎝
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。『
孔
子
見
季
桓
子
』
の
完

簡
も
約
五
十
四
㎝
で
あ
り
、
両
篇
の
書
写
者
は
同
一
人
物

で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

・�

整
理
者
は
、
本
篇
の
第
一
簡
に
つ
い
て
、「
吏
（
史
）
蒥
曰
、

「
蒥
也
、
古
（
故
）
齊
邦
お
（
敝
）
吏
之
子
也
」
と
釈
読
し
、

一
字
目
の
「
吏
」
を
「
史
」
に
読
み
替
え
る
一
方
、
二
字
目
の

「
吏
」
は
そ
の
ま
ま
官
職
の
「
吏
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
仮

に
、
二
字
目
の
「
吏
」
も
「
史
」
と
読
み
替
え
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
史
蒥
は
史
の
子
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
卜
書
』（
ぼ
く
し
ょ
）

（
１
）
書
誌
情
報

整
理
者
は
、
李
零
氏
。
全
十
簡
、
そ
の
う
ち
完
簡
は
三
簡
、
整

簡
は
一
簡
。
簡
長
は
約
四
十
三
・
五
㎝
。
編
綫
は
三
道
、
簡
端
は

平
斉
、
右
契
口
。
総
字
数
は
二
百
五
十
六
字
、
そ
の
う
ち
合
文
は

三
。
各
簡
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
文
字
は
三
十
二
～
三
十
四
字
。
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篇
題
は
見
え
ず
、
内
容
に
基
づ
い
て
名
付
け
ら
れ
た
仮
称
で
あ

る
。

1.3
㎝
〜
1.4
㎝

20.5
㎝
〜
20.6
㎝

20.4
㎝
〜
20.5
㎝

簡
長
　
43.5
㎝

1.1
㎝

完
簡
で
あ
る
第
一
簡
・
第
二
簡
・
第
七
簡
お
よ
び
整
簡
で
あ
る

第
八
簡
は
、
表
面
の
第
三
契
口
の
編
縄
の
下
に
竹
簡
の
順
序
を
示

す
数
字
（
編
号
）
が
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。

第
一
簡

第
二
簡

第
七
簡

第
八
簡

最
終
簡
の
第
十
簡
に
は
墨
鉤
が
あ
り
、
そ
の
下
は
留
白
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
篇
末
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
残

簡
五
簡
分
は
、
内
容
に
よ
っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

竹
簡
の
背
面
の
劃
痕
（
ひ
っ
か
き
傷
状
の
斜
線
）
も
参
考
に
排
列

さ
れ
て
い
る
た
め
、
誤
り
が
な
い
と
整
理
者
は
述
べ
て
い
る
。

（
な
お
、
竹
簡
背
面
の
写
真
図
版
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

劃
痕
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。）

（
２
）
概
要

本
篇
に
は
、
四
人
の
古
え
の
亀
卜
家
（
肥
叔
・
季
曽
・
か
公
・

き
公
）
の
辞
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
肥
叔
の
語
は
第
一
簡
に
見

え
、
卜
居
処
（
居
住
地
に
つ
い
て
占
う
こ
と
）
に
属
す
。
季
曽
の

語
は
第
一
簡
の
後
ろ
八
字
と
第
二
簡
の
前
九
字
に
見
え
、
こ
れ
も

卜
居
処
に
属
す
。
こ
れ
ら
二
つ
は
比
較
的
短
い
。
か
公
の
語
は
第

二
簡
か
ら
第
六
簡
に
見
え
、
比
較
的
長
い
。
彼
の
語
も
大
半
は
卜

居
処
と
関
係
す
る
が
、
第
五
簡
以
下
は
国
事
の
卜
問
が
始
ま
る

（「
貞
邦
」「
貞
卜
邦
」「
卜
貞
邦
」）。
き
公
の
語
は
二
度
出
現
し
、

一
つ
は
第
七
簡
・
第
八
簡
、
も
う
一
つ
は
第
八
簡
か
ら
第
十
簡
で

あ
り
、
こ
れ
も
国
事
を
卜
問
の
対
象
と
し
て
い
る
。

中
国
で
は
亀
甲
を
用
い
て
占
う
伝
統
が
古
く
か
ら
あ
る
が
、
そ

の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
記
し
た
伝
世
文
献
は
残
っ
て
い
な
か
っ

た
。
年
代
が
最
も
早
い
伝
世
文
献
は
、
前
漢
の
褚
少
孫
が
『
史

記
』
の
た
め
に
補
っ
て
書
い
た
「
亀
策
列
伝
」
の
み
で
あ
る
。

漢
代
以
後
、
卜
筮
方
法
は
衰
退
し
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
随

唐
時
代
の
少
量
の
佚
文
や
宋
以
来
の
い
く
つ
か
の
書
だ
け
で
あ

り
、
早
期
の
卜
筮
方
法
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
本
篇
は
、
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
た
中
で
最
も
早
期
の
卜
書

で
あ
る
。

簡
文
は
、
ま
ず
兆
象
・
兆
色
・
兆
名
を
述
べ
、
そ
の
後
に
占
卜

の
結
果
（
吉
凶
悔
吝
）
を
述
べ
る
。
兆
象
（
卜
兆
の
形
状
）
は
、
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「
仰
首
出
趾
」、「
頫
首
納
趾
」、「
純
不
困
膺
」、「
肣
高
上
」、「
小

陷
」、「
純
深
」、「
起
鉤
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
兆
色
（
卜
兆

の
色
）
は
、「
毋
白
毋
赤
」、「
如
白
如
黄
色
」「
食
墨
」
と
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。
兆
名
は
、「
是
謂
闢
」、「
是
謂
陷
」、「
是
謂
拂
卜
」、

「
是
謂
滅
（
あ
る
い
は
蔑
）」、「
是
謂
瀆
」、「
是
謂
開
」
と
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。
占
卜
の
結
果
は
、「
亡
咎
」、「
有
吝
」、「
吉
」、

「
凶
」、「
敗
」
と
表
さ
れ
る
。

本
篇
は
、
早
期
の
卜
筮
方
法
を
研
究
す
る
の
に
重
要
な
資
料
を

提
供
し
て
い
る
。

（
３
）
補
足
・
そ
の
他

▼
占
い
の
一
例

・
肥�

叔
の
語
…
…
亀
甲
の
亀
裂
の
上
端
は
上
に
上
が
っ
て
、
下

端
は
外
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
。
こ
れ
を
「
闢
」（
開

通
の
意
）
と
い
い
、
転
居
す
る
人
に
不
吉
な
こ
と
は
な
い

（「
無
咎
」）。
元
々
の
居
住
地
を
離
れ
て
別
の
地
方
に
行
っ

て
も
良
い
。

・
季�

曽
の
語
…
…
亀
甲
の
亀
裂
の
上
端
は
低
く
垂
れ
、
下
端
は

内
側
に
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
陷
」（
深
い
穴
に
落

ち
る
の
意
）
と
い
い
、
居
住
地
に
そ
の
ま
ま
い
れ
ば
不
吉

な
こ
と
は
な
い
（「
無
咎
」）。
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

別
の
地
方
に
転
居
し
た
方
が
良
い
。
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執
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ち
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二
〇
一
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一
九
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に
行
わ
れ
た
中
国
出

土
文
献
研
究
会
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研
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各
位
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り
ご
意
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を
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っ
た
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本
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は
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の
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え
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。
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あ
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